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作
者
の
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ナ

ッ
フ
ア
|
ウ
は
、
現
在
の
イ

ス
ラ
エ
ル
領
内
で
暮
ら
す
ア

ラ
ブ
人

(パ
レ
ス
チ
ナ
人
)

作
家
で
あ
る
。

一
九
四

O

年
、
パ
レ
ス
チ
ナ
北
部
の
ガ
リ
ラ
ヤ
地
方

(現
イ
ス
ラ

エ
ル
領
内
)
に
あ
る
ド
ゥ
ル
ー
ズ
教
徒
の
村
、
べ
イ
卜・

ジ
ャ
ン
に
生
ま
れ
た
。

一
六
歳
で
イ
ス
ラ
エ
ル
共
産
党

に
入
党
し
、
ヘ
ブ
ラ
イ
大
学
に
二
年
間
籍
を
置
い
た
の

ち
中
退
、
農
作
業
や
建
設
現
場
を
経
て
教
員
に
な
り
、

一
九
七
一
年
か
ら
は
共
産
党
事
務
局
の
専
従
と
な
っ
て

い
る
。
何
度
か
国
会
選
挙
に
出
馬
し
た
も
の
の
当
選
は

か
な
わ
ず
、
高
名
な
詩
人
で
も
あ
っ
た
大
物
政
治
家
タ

ウ
フ
イ
|
ク
・
ザ
イ
ヤ
l
ド
が
任
期
半
ば
で
辞
め
た
後

任
と
し
て
、

一
九
九

O
年
か
ら
二
年
半
、
議
員
を
務
め

て
い
る
。
冷
戦
終
結
後
や
オ
ス
口
合
意
後
、
多
く
の
有

力
メ
ン
バ
ー
が
共
産
党
を
去
っ
た
後
も
党
に
残
り、

九
0
年
代
末
に
は
共
産
党
の
事
務
局
長
を
務
め
た
。

作
家
と
し
て
は
一
九
六
四
年
か
ら
短
編
小
説
を
執
筆

し
て
い
る
。
ド
ゥ
ル
ー
ズ
派
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
生
ま
れ

て
い
る
が
、
管
見
の
限
り
で
は
ド
ウ
ル
ー
ズ
に
焦
点
を

あ
て
た
作
品
は
見
当
た
ら
な
い
。
共
産
党
員
の
文
学
者

で
ド
ウ
ル
ー
ズ
に
属
す
る
と
言
え
ば
、
詩
人
の
サ
ミ
|

フ
・
ア
ル
H
力
|
ス
ィ
ム
が
有
名
だ
が
、
ア
ル
リ
カ
ー

ス
イ
ム
は
八

0
年
代
末
に
共
産
党
を
離
れ
て
い
る
。

ナ
ッ
フ
ア
|
ウ
は
政
治
家
と
し
て
の
存
在
感
も
、
そ

の
作
品
も
地
味
で
は
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
ナ
ク
パ
直
後

の
状
況
、
と
く
に
イ
ス
ラ
エ
ル
領
内
に
残
っ
た
ア
ラ
ブ

人
が
一
九
六
六
年
ま
で
置
か
れ
た
軍
政
下
の
デ
ィ
テ
ー

ル
が
描
か
れ
て
お
リ
、
当
時
に
関
心
を
持
つ
者
に
は
興

味
深
い
。
た
だ
し
現
在
で
は
使
わ
れ
な
く
な
っ
て
い
る

ア
ン
ミ
|
ヤ
が
多
用
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
や
や
冗
長
で

街
学
的
な
表
現
も
多
く
、
癖
の
あ
る
作
風
で
あ
る
。
訳

出
し
た
作
品
は
、
そ
う
し
た
傾
向
の
比
較
的
強
く
な
い

も
の
に
な
っ
て
い
る
。
二
っ
と
も
短
編
集

『ナ
ハ
リ
ヤ

の
林
機
』
(二
O
O
一
年
)
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

「サ
ン
ム
|
イ

l
」
は
、
パ
レ
ス
チ
ナ
北
部
の
サ
フ

ア
ド
近
郊
に
あ
っ
た
実
在
の
小
村
二
九
四
五
年
時
点

で
人
口
三
一

O
名
と
さ
れ
る
)
で
、
イ
ス
ラ
エ
ル
建
国

後
に
ク
フ
ア
ル
・

シ
ャ
マ
イ
ー
と
い
う
ユ
ダ
ヤ
人
の
村

(共
同
入
植
村
)
と
な
っ
た
。
第

一
次
中
東
戦
争
中
の

一
九
四
八
年
一

O
月
、上
ガ
リ
ラ
ヤ
で
展
開
さ
れ
た
「
ヒ

ラ
ム
作
戦
」
に
よ
っ
て
も
と
の
ア
ラ
ブ
住
民
は
追
い
出

さ
れ
、
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
に
占
領
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
翌

一
九
四
九
年
六
月
か
ら
五

O
年
九
月
に
か
け
、
イ
ス
ラ

エ
ル
国
家
に
よ
る

「
魔
法
の
繊
滋
」
と
い
う
名
の
作
戦

に
よ
っ
て
、
イ
エ
メ
ン
の
ユ
ダ
ヤ
教
徒
約
五
万
人
が
イ

ス
ラ
エ
ル
に
移
送
さ
れ
た
。
そ
の
一
部
が
と
の
サ
ン
ム

ー
ィ
ー
に
住
ん
だ
の
で
あ
る
。
も
と
の
住
民
の
そ
の
後
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の
詳
細
は
不
明
だ
が
、
こ
の
作
品
か
ら
伺
わ
れ
る
と
お

り
イ
ス
ラ
エ
ル
領
内
の
近
隣
の
村
に
移
り
、
い
わ
ゆ
る

「圏
内
難
民
」
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

「
運
転
免
許
証
」
は
、
多
少
戯
画
化
さ
れ
て
は
い
る

が
、
本
人
の
実
体
験
に
基
づ
い
て
書
か
れ
た
も
の
の
よ

う
だ
。
イ
ス
ラ
エ
ル
領
内
に
残
っ
た
ア
ラ
ブ
人
が
イ
ス

ラ
エ
ル
の
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
差
別
を
受
け
て
き
た
と
い

う
単
純
な
話
で
は
済
ま
な
い
、
彼
ら
の
置
か
れ
た
特
殊

な
状
況
な
ら
で
は
の
、
込
み
入
っ
た
困
難
の
一
端
を
知

る
こ
と
、が
出
来
る
。
ソ
連
で
運
転
免
許
を
取
得
す
る
と

こ
ろ
ま
で
は
共
産
党
員
と
し
て
の
「
特
権
」
で
あ
っ
た

は
ず
だ
が
、
そ
れ
が
裏
目
に
出
た
格
好
と
な
り
、
し
か

し
そ
ん
な

「
災
難
」
を
共
有
し
、
深
く
同
情
し
て
く
れ

る
相
手
も
い
な
い
。
不
幸
や
不
運
は
そ
れ
自
体
が
絶
対

的
に
苦
し
い
と
い
う
場
合
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
不
幸
・

不
運
の
経
緯
が
特
殊
で
普
遍
化
で
き
ず
、
誰
と
も
共
有

で
き
な
い
と
と
、
い
わ
ば
「
不
幸
の
辺
境
性
」
乙
そ
が

苦
し
い
と
い
う
場
合
も
あ
ろ
う
。
た
だ
の

「年
寄
り
の

愚
痴
」
と
見
な
さ
れ
か
ね
な
い
ひ
ね
く
れ
た
文
体
と
作

品
世
界
は
、
多
く
の
読
者
を
獲
得
す
る
こ
と
な
ど
は
じ

め
か
ら
期
待
し
て
い
ま
い
。
だ
か
ら
こ
そ
近
寄
っ
て
み

た
い
と
感
じ
る
読
者
も
、
少
数
な
が
ら
い
る
よ
う
で
あ

る
。


